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本
年
一
月
に
発
生
致
し
ま
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
衷

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
瀬
在
光
本
、
前
支
部
長
の
六
年
間
に

亘
る
伝
統
俳
句
発
展
の
ご
功
績
に
対
し
謹
ん
で
敬
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

「
新
し
い
言
葉
を
使
う
こ
と
も
必
要
で
す
。
た
だ
、
十
年
先
ま
で
そ
の
言
葉
が
使

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
よ
く
考
え
て
俳
句
を
作
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
」　

こ

れ
は
私
が
稲
畑
汀
子
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
お
言
葉
で
す
。
近
頃
は
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
を
だ
そ
う
と
無
理
に
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
自
作
し
た
り
、
難
解
な
漢
字
を
使
う
俳
句

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
と
も
、
苦
し
み
や
感
動
は
一
人
ひ

と
り
違
い
ま
す
か
ら
、
吟
行
へ
出
掛
け
て
も
自
ず
と
俳
句
は
違
っ
て
く
る
の
で
す
。

現
在
日
本
は
人
口
減
少
に
よ
り
、
何
れ
の
組
織
も
人
の
不
足
や
高
齢
化
が
顕
著
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
組
織
は
「
存
在
の
目
的
」「
実
行
す
る
人
」「
伴
う
お
金
」
の
三

つ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
俳
句
人
口
は
決
し
て
減
少
し
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、

結
社
に
入
ら
な
い
人
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
の
四
季
が
豊
か
に
表
現
で
き
、
季
節
を
実
感
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
必
要
に

応
じ
て
季
題
も
増
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
俳
句
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
使
用

す
る
こ
と
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
決
し
て
伝
統
俳
句
を
軽
ん
じ
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
虚
子
先
生
の
提
唱
理
念
「
花
鳥
諷
詠
」
に
常
に
帰
り
、

尋
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
有
季
定
型
」「
客
観
写
生
」
私
た
ち
伝
統
俳
句
に
身
を
置
く
者
は
次
世
代
へ
受
け

渡
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
自
身
教
人
信
」
自
ら
信
じ
、
他
へ
も
教
え

信
じ
る
こ
と
を
薦
め
る
。
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
伝
統
俳
句
の
発
展
に
微
力
な

が
ら
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
皆
様
の
御
健
吟
を
念
じ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

「ご
挨
拶
」

日
本
伝
統
俳
句
協
会　

北
信
越
支
部
長

藤
　
原
　
　
哲

軽井沢町にて（写真提供　清水順子さま）

題字 安原　葉
ホトトギス同人会長
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私
の
俳
句
人
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
原
　
葉

主
な
経
歴

一
九
七
三
年　

ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
に
推
挙

一
九
七
九
年　

松
の
花
三
代
目
主
宰
を
継
承

一
九
九
九
年　

ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
会
長

ご
講
演
(
令
和
5
年
6
月
3
日
富
山
県
俳
句
連
盟
総
会
)
要
旨

■
私
と
父

　

私
は
現
在
は
長
岡
市
安
浄
寺
の
住
職
で
す
が
出
身
は
、
新
潟
県
中
頸
城
郡
春
日
村
の

光
源
寺
(
現
上
越
市
)。
一
九
三
二
年
に
堀
前
家
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
晃
(
こ
う
)

と
名
づ
け
ら
れ
た
。
私
は
間
も
な
く
九
一
歳
と
な
る
。
残
さ
れ
た
人
生
を
ど
う
生
き
て

い
く
か
を
含
め
お
話
し
し
た
い
。

　

父
は
信
州
の
飯
山
出
身
。
そ
の
子
に
は
恵
葉
、
恵
咸
の
よ
う
に
難
し
い
名
前
を
つ
け

た
。「
ふ
る
さ
と
」
を
作
詞
し
た
高
野
辰
之
と
同
郷
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
た
。

辰
之
に
は
名
歌
「
ふ
る
さ
と
」
が
あ
る
。
二
〇
十
二
年
に
移
民
百
周
年
記
念
大
会
に
出

席
す
る
た
め
ブ
ラ
ジ
ル
へ
行
っ
た
と
き
、
約
二
五
〇
〇
人
の
人
達
が
、
最
後
に
涙
な
が

ら
に
「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
っ
て
く
れ
た
。
印
象
的
だ
っ
た
。

■
五
智
吟
社
百
周
年

　

大
正
十
一
年
(
一
九
二
二
年
)
父
が
中
心
と
な
り
五
智
吟
社
を
作
っ
た
。
高
得
点
者

に
景
品
が
渡
さ
れ
る
点
取
り
句
会
で
あ
っ
た
が
昨
年
十
月
で
百
周
年
を
迎
え
た
。
昭
和

十
六
年
、
長
兄
恵
葉
が
中
国
で
戦
病
死
す
る
と
、
父
は
落
胆
し
、
中
風
に
な
り
五
年
後

に
他
界
し
た
。
次
兄
恵
咸
は
昭
和
十
九
年
に
招
集
さ
れ
た
が
、
高
松
で
終
戦
を
迎
え
命

拾
い
し
、
五
智
吟
社
を
継
い
だ
。

■
ホ
ト
ト
ギ
ス
六
百
号
記
念
頚
城
俳
句
大
会

　

終
戦
後
青
年
団
活
動
の
一
環
と
し
て
五
智
吟
社
の
俳
句
会
が
行
わ
れ
た
。
次
兄
は
長

兄
の
「
葉
」
を
と
っ
て
俳
号
を
上
野
葉
と
し
て
い
た
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
員
と
な
り
、
名

が
売
れ
て
く
る
と
、
私
に
「
葉
」
を
譲
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
俳
句
と
の
ご
縁
と
も
な
っ

た
。 　

昭
和
二
一
年
九
月
二
六
日
、
光
源
寺
で
は
高
浜
虚
子
を
迎
え
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
六
百
号
記
念

頚
城
俳
句
大
会
が
開
か
れ
た
。
参
加
者
は
約
百
名
、
そ
の
時
の
虚
子
の
句
は

　

野
菊
に
も
配
流
の
あ
と
の
偲
ば
れ
て

　

畳
替
せ
ね
ど
掃
除
の
よ
く
と
ど
き

一
句
目
は
越
後
が
親
鷺
聖
人
の
流
刑
の
地
で
あ
り
、
そ
れ
を
偲
ん
だ
句
。
二
句
目
は
、
実

家
の
光
源
寺
に
戦
時
疎
開
し
て
い
た
子
供
た
ち
が
多
く
い
た
の
で
、
畳
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
句
に
し
た
。
虚
子
が
光
源
寺
に
来
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

私
は
将
来
俳
句
を
学
び
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

現
在
住
職
を
務
め
て
い
る
安
浄
寺
か
ら
、
来
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、
僧
籍
の
資
格
を
取

る
た
め
、
新
潟
大
学
か
ら
大
谷
大
学
に
編
入
学
し
た
。
編
入
後
、
京
大
の
松
尾
い
は
ほ
先

生
の
元
で
俳
句
を
始
め
た
。
あ
る
寺
で
の
吟
行
会
で
、「
堂
縁
は
蟻
一
匹
の
秋
日
和
」
の

句
が
特
選
と
な
り
入
会
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
こ
に
虚
子
門
下
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
波
多
野

爽
波
が
い
た
。
彼
は
「
春
菜
会
」
を
結
成
。
毎
月
句
会
を
開
い
て
鎌
倉
の
虚
子
の
選
を
仰

い
で
い
た
。
私
が
句
報
の
清
書
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

■
高
浜
虚
子
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
少
し
高
浜
虚
子
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　

虚
子
は
明
治
七
年
、
松
山
に
生
ま
れ
、
昭
和
三
四
年
に
鎌
倉
で
亡
く
な
っ
た
。
享
年
八

六
歳
。
十
七
歳
で
俳
句
を
始
め
、
正
岡
子
規
に
学
ぶ
。
河
東
碧
梧
桐
と
共
に
、
子
規
門
下

の
双
璧
と
し
て
、
子
規
の
唱
え
る
俳
句
革
新
に
参
加
し
た
。
松
山
で
雑
誌
「
ほ
と
と
ぎ
す
」

が
発
刊
さ
れ
、
虚
子
が
そ
れ
を
引
継
い
で
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
改
め
て
発
行
し
、
今
年
七

月
で
一
五
一
二
号
と
な
る
。

特別講演（富山県俳句連盟総会
・春季俳句大会）

安原葉先生を囲んで
（富山県俳句連盟総会
・春季俳句大会）
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■
俳
句
は
花
鳥
諷
詠
詩

　

昭
和
三
年
四
月
に
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
講
演
会
で
、
虚
子
は
初
め
て
「
俳
句
は

花
鳥
諷
詠
詩
で
あ
る
」
と
力
説
し
た
。

　

花
鳥
風
月
こ
の
四
文
字
に
代
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
諷
詠
す
る
こ
と
が
、
花
鳥

諷
詠
詩
だ
と
言
っ
た
。
自
然
界
の
現
象
と
人
事
界
の
現
象
を
客
観
的
に
諷
詠
す
る

こ
と
で
あ
る
と
。
虚
子
は
「
季
題
」
と
い
う
語
を
終
生
貫
き
、「
季
語
」
と
は
言
わ

な
か
っ
た
。「
短
い
人
生
の
中
で
こ
の
一
語
を
残
せ
た
こ
と
は
誇
り
で
あ
る
」
と
も

晩
年
に
言
っ
て
い
た
。

■
虚
子
の
代
表
句

　

こ
こ
で
、
虚
子
の
代
表
句
を
紹
介
し
た
い
。

　
　
遠
山
に
日
の
当
り
た
る
枯
野
か
な　

(
明
33
)

　
　
白
牡
丹
と
い
ふ
と
い
へ
ど
も
紅
ほ
の
か
(
大
14
)

　
　
咲
き
満
ち
て
こ
ぼ
る
ゝ
花
も
な
か
り
け
り
(
昭
３
)

　
　
流
れ
行
く
大
根
の
葉
の
早
さ
か
な　

(
昭
３
)

　
　
天
地
の
間

（あ
わ
ひ
）
に
ほ
ろ
と
時
雨
か
な
(
昭
17
)

　
　
山
国
の
蝶
を
荒
し
と
思
は
ず
や　
　

(
昭
20
)

　
　
初
蝶
来
何
色
と
問
ふ
黄
と
答
ふ　
　

(
昭
21
)

　
　
爛
々
と
昼
の
星
見
え
菌
生
え　
　
　

(
昭
22
)

　
　
去
年
今
年
貫
く
棒
の
ご
と
き
も
の　

(
昭
25
)

　
　
明
易
や
花
鳥
諷
詠
南
無
阿
弥
陀　
　

(
昭
29
)

■
鹿
野
山
神
野
寺
夏
稽
古
会

　

私
は
、
昭
和
二
九
年
、
千
葉
県
鹿
野
山
神
野
寺
で
行
わ
れ
た
二
泊
三
日
の
夏
稽

古
会
に
参
加
し
た
。
四
回
行
わ
れ
、
四
回
目
の
句
会
の
虚
子
の
一
句
が

　
　
明
易
や
花
鳥
諷
詠
南
無
阿
弥
陀

だ
っ
た
。
高
尚
す
ぎ
て
誰
も
取
ら
な
か
っ
た
が
こ
の
句
が
私
の
生
涯
を
決
定
づ
け

る
句
と
な
っ
た
。　
　
　

　

星
野
立
子
主
宰
「
玉
藻
」
の
研
究
座
談
会
で
虚
子
の
こ
の
句
に
つ
い
て
、
質
問

が
出
た
。「
花
鳥
諷
詠
は
南
無
阿
弥
陀
と
同
じ
と
解
釈
し
て
よ
い
で
す
か
」
と
。
虚

子
は
「
同
じ
と
解
釈
し
て
結
構
で
す
」
と
答
え
た
。
少
し
間
を
お
い
て
、「
皆
さ
ん

も
本
当
に
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
か
」
と
質
問
し
た
。「
勿
論
私
た
ち
も
同
じ
よ
う
に

解
釈
し
て
い
ま
す
」
と
返
答
し
た
。

虚
子
は
、「
怪
し
い
な
あ
」
と
言
い
、「
信
仰
し
な
け
れ
ば
単
な
る
知
識
で
あ
り
、
何
に
も

な
り
ま
せ
ん
よ
」
と
言
っ
た
。
私
は
、
虚
子
の
こ
の
句
に
教
え
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
、
九
十

歳
に
な
っ
た
。

　

平
成
八
年
東
本
願
寺
勤
務
と
な
り
約
十
五
年
続
い
た
。
そ
の
間
芦
屋
の
稲
畑
汀
子
の
も

と
へ
よ
く
通
っ
た
。
平
成
十
一
年
当
時
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
会
長
が
亡
く
な
り
、
稲
畑
汀

子
か
ら
、
同
人
会
長
を
引
き
受
け
て
ほ
し
い
と
依
頼
さ
れ
た
。
六
七
歳
の
時
で
あ
る
。

　

明
治
三
十
年
虚
子
は
大
畠
い
と
と
結
婚
し
た
。
い
と
の
姉
の
夫
は
ロ
シ
ア
正
教
の
伝
道

師
で
あ
り
、
宗
教
と
か
か
わ
り
が
で
き
た
。
ま
た
、
幼
少
時
か
ら
祖
母
と
と
も
に
お
寺
参

り
に
出
掛
け
て
い
た
。
明
治
三
四
年
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
編
集
後
記
に
、「
写
生
は
余
の
信

仰
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

　

現
代
は
、
結
社
に
入
っ
て
ま
で
、
俳
句
を
学
び
た
い
と
は
思
わ
な
い
人
が
増
え
て
い
る
。

俳
句
界
の
危
機
だ
と
思
っ
て
い
る
。
最
近
、
コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
る
に
は
何
が
大
切
か
と

い
う
よ
う
な
講
演
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
以
前
よ
り
忙
し
く
な
っ
た
。
カ
ル

チ
ャ
ー
教
室
で
も
俳
句
を
学
ぶ
人
が
減
ら
な
い
。「
明
易
や
花
鳥
諷
詠
南
無
阿
弥
陀
」
の

句
は
私
の
信
仰
と
一
体
と
な
っ
た
句
で
あ
る
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
富
山
県
俳
句
連
盟
会
報
よ
り
)

昭和２９年７月１９日講堂にて稽古会の人たち
（千葉県　鹿野山　神野寺）

句集『明易』
第２回稲畑汀子賞
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日
の
眩
し
足
の
ふ
ら
つ
く
猛
暑
か
な

　

 

広
大
な
園
に
炎
天
容
赦
無
く

　

 

蟬
時
雨
遠
く
う
ね
り
の
や
う
に
聴
く

　

 

風
と
雲
少
し
秋
め
き
城
の
庭 

　

 

本
殿
に
藺
草
の
香
り
新
し
く

　

 

城
址
の
木
立
に
つ
な
ぐ
法
師
蟬

　

 

石
垣
の
日
の
斑
に
も
つ
れ
秋
の
蟬

　

 

炎
天
下
白
の
眩
し
き
吉
城
の
景

　

 

細
く
と
も
片
陰
拾
ふ
街
歩
き

　

 

ふ
と
頬
に
触
れ
し
朝
風
秋
め
け
り

　

 

水
音
の
涼
風
来
る
句
碑
の
丘

西
田
梅
女
選
並
び
に
作
句
(
○
印
は
特
選
)

 

○
晩
夏
の
蟬
神
門
く
ぐ
る
辺
り
か
ら

 

○
街
燃
ゆ
る
秋
の
欠
片
も
感
ぜ
ざ
る

 

○
句
碑
の
辺
の
至
福
の
風
に
会
ふ
晩
夏

 

○
汀
子
句
碑
訪
ひ
得
て
涼
し
研
修
会

 

○
汗
拭
い
て
拭
い
て
旅
人
城
下
歩
す

 

○
濃
き
木
蔭
晩
夏
の
蝶
の
そ
の
奥
へ

 

○
木
蔭
美
し
極
暑
忘
る
る
句
碑
の
丘

 

○
地
球
沸
騰
化
と
も
い
ふ
極
暑
か
な

 

○
ホ
句
学
ぶ
熱
き
心
や
汗
涼
し

 

○
何
も
か
も
焦
げ
つ
き
さ
う
な
油
照

 　

句
会
へ
と
猛
暑
を
突
い
て
来
し
覚
悟

守
作　

青
暢

中
村　

直
美

鈴
木　

恵
子

宮
村　

啓
子

西
田　

梅
女

西　

登
美
枝

村
本
寿
美
枝

金
子　

慶
一

同村
本
寿
美
枝

森
田　

康
夫

花
崎　

孝
子

吉
田　

正
則

大
橋
美
代
子

中
村　

曜
子

高
橋
真
理
子

花
崎　

孝
子

篠
島　

安
子

西
野
久
仁
夫

大
橋
美
代
子

篠
島　

安
子

西
田　

梅
女

  

第
三
十
二
回
芭
蕉
祭
山
中
温
泉
全
国
俳
句
大
会
が
、
山
中
座

に
於
い
て
五
十
八
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
秋
晴
の
下
、

栢
野
の
大
杉
、
鶴
仙
渓
、
芭
蕉
の
館
、
医
王
寺
な
ど
思
い
思
い

に
吟
行
し
た
。(
抜
粋
)

☆
当
日
句
(
あ
ら
う
み
誌
友
分
)

西
田
梅
女
選

　

特
選　

引
き
戸
開
く
苔
褪
せ
露
の
芭
蕉
堂　

正
藤　

宗
郎

関
戸
美
智
子
選

　
　

特
選　

秋
の
蚊
を
均
す
瀬
音
や
翁
径　
　

西
田　

梅
女

☆
応
募
句
(
あ
ら
う
み
誌
友
分
)

安
原　

葉
選

　
　

最
優
秀
賞　

俤
を
重
ね
て
仰
ぐ
月
涼
し　

辰
巳　

葉
流

　
　

特
選　

浮
島
の
ご
と
き
街
並
夏
の
霧　
　

大
橋
美
代
子

☆
兼
題
の
部

杖
措
の
賞　
　

一
村
を
沈
め
て
湖
の
良
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
都
宮
市　

阿
久
津
勝
利

福
井
県
知
事
賞　
　

た
ま
し
い
の
遅
れ
て
歩
く
酷
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
市　
　

田
島
恵
子

敦
賀
市
長
賞　
　

高
跳
の
バ
ー
一
つ
上
げ
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
市　
　

廣
瀬
利
男

日
本
伝
統
俳
句
協
会
北
信
越
支
部
長
賞

　
　
　
　
　
　
　

原
発
の
海
に
も
月
の
道
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯖
江
市　
　

岡
田
和
子

　

令
和
五
年
度
の
手
記
の
研
修
句
会
が
、
あ
ら
う
み
会
の
例
会

を
兼
ね
て
、
開
催
さ
れ
、
連
日
の
猛
暑
の
中
三
十
七
名
の
参
加

者
を
得
た
。
今
回
は
、
「
駒
形
隼
男
先
生
と
語
る
」
と
言
う
ト

ー
ク
形
式
で
、
あ
ら
う
み
誌
千
号
に
向
け
て
の
励
ま
し
の
お
言

葉
を
い
た
だ
い
た
。
(
抜
粋
)

森
田
康
夫
選
並
び
に
作
句

第
32
回
芭
蕉
祭

山
中
温
泉
全
国
俳
句
大
会

　
　
　
　
　
　
　
令
和
5
年
9
月
16
日

「
奥
の
細
道
」
つ
る
が
芭
蕉
紀
行

　
　
第
20
回
全
国
俳
句
大
会
（
福
井
）

　
　
　
　
令
和
５
年
10
月
29
日　
於
・
プ
ラ
ザ
万
象

日
本
伝
統
俳
句
協
会
北
信
越
支
部

　
　
　
　
石
川
県
部
会
研
修
会　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
令
和
5
年
8
月
4
日
／
於
・
石
川
県
文
教
会
館

　

三
期
六
年
間
支
部
長
を
務
め
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
が
、
こ
の

度
藤
原
哲
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
せ
て
戴
き
安
堵
す
る
と
共

に
先
行
き
大
変
心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
支
部
長
在
任
中
は

会
員
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
ご
協
力
頂
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

六
年
前
、
支
部
長
を
引
き
受
け
る
に
あ
た
り
汀
子
師
が
唱
え

た
伝
統
俳
句
協
会
の
設
立
理
念
の
中
に
あ
る
、「
物
質
文
明
の
前

途
に
不
安
を
感
じ
始
め
た
日
本
人
が
、
美
し
い
自
然
に
調
和
し

て
生
き
て
き
た
、
か
つ
て
の
日
本
人
の
心
を
取
り
戻
す
こ
れ
が

私
の
心
の
底
か
ら
の
伝
統
俳
句
の
薦
め
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
お

ら
れ
ま
す
が
こ
の
よ
う
な
心
を
持
っ
た
伝
統
俳
句
の
仲
間
を
一

人
で
も
増
や
そ
う
と
運
営
の
基
盤
に
お
き
務
め
さ
せ
て
戴
き
ま

し
た
。

   

そ
の
一
環
と
し
て
会
報
を
「
古
壺
新
酒
」
と
名
称
を
変
更
し
、

色
刷
り
に
し
て
外
部
の
特
に
若
い
人
に
も
読
ん
で
も
ら
え
る
媒

体
に
変
更
等
を
い
た
し
ま
し
た
が
大
き
な
成
果
を
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

最
近
の
若
者
の
文
字
離
れ
、
言
葉
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
ス

マ
ホ
等
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
よ
る
時
代
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
俳
句
会
な
ど
も
積
極
的
に
展
開
す
る
必
要
も

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

と
は
い
え
六
年
間
の
中
で
伝
統
俳
句
の
仲
間
を
増
や
す
に
は

結
局
日
頃
の
各
所
で
行
わ
れ
て
い
る
俳
句
会
(
句
座
)
の
中
で

仲
間
を
増
や
す
こ
と
が
唯
一
最
良
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

　

い
ま
の
時
代
、
俳
句
を
や
っ
て
み
た
い
人
は
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
日
頃
私
た
ち
が
俳
句
(
句
座
)
を
楽
し
ん
で
い
れ
ば
お
の

ず
と
そ
こ
に
仲
間
は
加
わ
っ
て
く
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

先
ず
は
自
分
自
身
の
た
め
に
俳
句
を
楽
し
み
、
そ
し
て
仲
間
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
穏
や
か
な

心
で
自
然
に
、
そ
し
て
人
事
に
接
す
る
こ
の
俳
句
の
心
を
少
し

で
も
、
複
雑
に
な
り
つ
つ
あ
る
昨
今
世
の
中
の
安
寧
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
引
き
続
き
俳
句
を
楽
し
ん
で
い
こ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

俳
句
を
楽
し
む
心

　
＝
汀
子
師
の
理
念
を
踏
ま
え
て
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
顧
問
　
瀬
在
光
本

各
支
部
活
動
報
告
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駒
返
る
草
農
道
の
石
浮
き
て

新
聞
紙
兜
に
変
わ
る
子
供
の
日 

蓮
開
く
微
か
に
己
が
身
を
揺
ら
せ 

一
粒
を
食
め
ば
懐
か
し
サ
ク
ラ
ン
ボ 

福
野
縞
伝
承
せ
ん
と
機
始 

黒
部
川
岩
に
張
り
つ
く
残
暑
か
な 

荒
梅
雨
や
川
音
高
き
村
社 

落
花
浴
び
茣
蓙
一
枚
に
憩
ひ
け
り 

あ
た
た
か
や
本
願
力
と
い
ふ
他
力 

茶
道
具
を
譲
り
受
け
て
や
年
の
暮 

踏
み
締
め
て
踏
み
締
め
歩
く
木
の
実
道 

数
へ
日
の
独
り
ふ
ら
り
と
海
を
見
に 

常
盤
木
の
葉
擦
れ
の
音
も
雪
も
よ
ひ 

剱
岳
初
冠
雪
の
影
正
し 

グ
リ
ル
か
ら
は
み
出
す
尾
鰭
初
秋
刀
魚 

ア
レ
祝
ふ
黄
色
い
声
の
夜
長
か
な 

暖
か
や
犬
が
歩
調
を
合
わ
せ
く
れ 

蛍
烏
賊
漁
了
へ
立
山
の
稜
明
く
る

 

石
川

凍
蝶
の
最
後
の
舞
を
見
て
し
ま
ふ 

稜
線
を
鷲
づ
か
み
に
し
て
秋
の
雲 

風
少
し
揺
れ
て
る
や
う
な
月
涼
し 

み
仏
に
語
る
近
況
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン 

蹲
の
音
の
幽
か
に
涼
し
か
り 

夏
の
夜
の
漆
黒
の
果
て
一
等
星

荒
れ
し
ま
ま
無
縁
の
墓
や
夏
薊 

新
潟

絶
妙
な
添
水
の
間
合
年
尾
の
忌 

春
愁
や
こ
の
家
に
別
れ
惜
し
む
日
々 

俳
諧
に
心
奪
は
れ
老
涼
し 

茄
子
の
花
無
駄
花
無
し
と
聞
き
た
る
に 

山
の
風
暑
さ
知
ら
ず
と
言
ふ
暮
し 

偲
ば
る
る
師
や
惜
春
の
一
番
機 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
雪
解
の
水
が
雪
解
か
し 

雪
解
け
の
あ
り
て
雪
国
捨
て
ら
れ
ず 

空
也
忌
や
踊
り
狂
ひ
て
見
し
も
の
は 

爽
や
か
に
景
引
き
寄
せ
て
入
港
す 

汀
子
忌
や
晴
れ
を
ん
な
と
て
良
き
日
和 

暖
か
き
土
に
鍬
鋤
く
老
ひ
と
り 

牡
丹
の
花
重
さ
う
で
崩
れ
さ
う 

豪
雪
に
耐
へ
て
蠟
梅
咲
き
に
ほ
ふ 

う
ら
ら
か
や
九
十
九
島
を
巡
る
旅 

背
丈
越
す
雪
割
ら
れ
あ
り
向
拝
口 

宇
宙
よ
り
戻
り
し
種
の
植
田
か
な

富
山

霜
月
の
快
速
に
乗
る
黒
い
服 

向
日
葵
や
和
平
を
祈
り
空
仰
ぐ 

総
会
の
あ
と
天
ぷ
ら
の
蕗
の
薹 

海
風
に
翼
合
は
せ
て
鳥
帰
る

島
影
に
漁
る
舟
や
夏
の
月 

一
周
忌
夫
と
愛
で
来
し
花
ポ
ピ
ー 

蛙
鳴
き
出
し
て
見
え
き
し
星
の
数 

信
号
の
向
こ
う
の
空
の
夕
立
晴 

室
堂
の
こ
ぼ
る
る
様
な
星
月
夜 

雲
の
峰
誰
彼
と
無
く
似
て
を
り
ぬ 

本
降
り
と
な
ら
ず
上
が
り
し
花
の
雨 

何
処
駆
る
も
能
登
街
道
の
懸
か
り
藤 

更
衣
色
濃
く
塗
り
て
み
る
ル
ー
ジ
ュ 

夏
草
に
埋
れ
ダ
ム
湖
の
離
村
の
碑 

海
原
へ
向
き
て
帰
燕
の
風
に
乗
る 

茶
屋
街
に
響
く
一
管
寒
稽
古 

一
つ
灯
に
趣
味
は
違
へ
ど
長
き
夜
を 

慕
ふ
人
絶
え
ず
涼
し
き
汀
子
句
碑 

丘
晩
夏
追
慕
果
て
な
き
汀
子
句
碑 

万
緑
に
手
繰
り
寄
せ
ら
れ
山
中
へ

露
草
の
径
も
虚
子
の
散
歩
道

つ
と
消
え
て
は
じ
め
て
鳰
と
わ
か
る
距
離 

裏
庭
の
静
か
な
景
や
竹
の
春 

夭
逝
の
父
と
の
時
間
墓
参 

机
島
遥
か
に
置
き
て
浮
寝
鳥

薔
薇
似
合
ふ
募
る
思
ひ
出
師
の
笑
顔 

大
漁
や
浅
瀬
に
傾
ぎ
若
布
刈
舟 

百
の
音
に
包
ま
れ
て
売
る
風
鈴
屋

雨
の
色
足
し
て
若
葉
の
盛
り
上
が
る

公
園
の
景
色
と
な
り
し
朴
落
葉 

金
子　

慶
一

宮
下　

末
子

松
本　

慶
子

小
島　

藍
女

田
中　

裕
女

荒
谷
み
え
子

中
川
外
代
子

篠
島　

安
子

梶
井
よ
り
子

岸
本
佐
紀
子

駒
形　

隼
男

牧
野　

妙
子

吉
田　

正
則

矢
木　

桂
子

中
村　

曜
子

金
谷　

優
子

白
根　

寿
子

橋
本
紀
美
子

田
辺　

国
和

熊
野　

雅
子

森
田　

康
夫

宮
田
也
寸
子

早
瀬　

貞
子

堀
口　

紀
子

北　
　

重
子

小
幡　

道
子

川
口　

俊
子

岩
崎　

晃
嗣

坂
井
一
二
三

片
桐　

久
惠

堀
地　
　

翠

有
川　
　

寛

佐
野　

皐
月

平
野　

孝
純

稲
田　

節
子

高
城　

玲
子

中
島　

兎
女

坂
本　

雪
峰

北
川　

秀
子 

宇
波
可
津
志

林　
　

智
子

板
倉　

栄
子

井
上　

大
輔

荒
木　

陽
子

荒
木
か
づ
を

中
村　

珠
栄

瀬
古　

祥
子

辻　
　

文
江

石
名
坂
房
枝

北
川
ま
つ
子

福
島　

広
秋

松
田
と
も
子

桑
原
た
か
よ
し 

勝
山　
　

學

安
井　

里
子 

佐
藤　

美
春

藤
井　

敏
子 

安
原　

葉 

田
代　

草
猫 

板
垣　

柳
子 

林　
　

惣
峰 

橋
詰
シ
ズ
エ 

小
川
の
ぶ
こ 

関
口　

智
美 

佐
藤　

文
子 

内
藤　
　

孝 

大
矢
あ
き
こ 

小
川　

則
子 

藤
原　
　

哲

畑
中
あ
づ
き 

武
田　

律
子 

田
上
眞
知
子

日
本
伝
統
俳
句
協
会
北
信
越
支
部

　
令
和
五
年 

私
の
一
句
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長
野

労
り
て
妻
の
手
を
引
く
木
下
闇 

夏
霧
や
牛
の
ま
な
こ
を
濡
ら
し
ゆ
く 

千
曲
川
へ
と
棚
田
千
枚
落
し
水 

湖
ほ
と
り
朝
餉
の
煙
キ
ャ
ン
プ
か
な 

摺
り
足
の
僧
の
お
つ
と
め
明
け
易
し 

伎
芸
天
師
の
句
飾
り
て
偲
ぶ
春

巣
箱
掛
け
一
喜
一
憂
二
人
か
な 

新
作
の
パ
ン
の
味
は
ひ
涼
新
た

犠
牲
者
の
多
し
怒
り
の
震
災
忌 

風
の
道
あ
り
て
野
梅
の
香
か
な 

単
線
の
窓
す
れ
す
れ
に
茂
み
か
な 

三
台
の
扇
風
機
廻
し
句
会
か
な 

猛
暑
な
り
命
か
ぎ
り
の
目
高
の
子 

新
緑
に
攻
め
込
ま
れ
た
る
古
戦
場

詠
み
た
き
は
虚
子
の
句
ざ
わ
り
椿
寿
の
忌

群
馬

箒
目
の
整
ふ
庭
や
め
だ
か
鉢

   

古
壺
新
酒
第
36
号
訂
正

   (

正)

山
頂
の
空
奪
ふ
か
に
赤
蜻
蛉     

清
水　

順
子

   (

誤)

山
頂
の
空
奪
ふ
か
に
透
き
通
る

勝
山　
　

學 

鈴
木
し
ど
み

牧
野　

菊
生 

岡
山　

幸
子 

井
出　

節
子 

西
本　

ゆ
き 

清
水　

順
子 

丸
山　

ま
美 

宮
澤　

澄
明 

川
崎　

繁
子 

松
本
れ
い
子 

宮
澤　
　

正 

佐
藤
ゆ
き
な 

小
林　

貞
子

瀬
在　

光
本

吉
田　

洋
子 

 

早
春
の
本
屋
に
絵
本
あ
い
う
え
お 

犀
星
の
み
ち
川
風
と
月
と
歩
す

霧
晴
れ
て
日
差
し
眩
し
き
潟
日
和 

秋
空
を
見
上
ぐ
殉
難
乙
女
像 

冬
晴
と
い
ふ
は
心
も
晴
れ
わ
た
り 

風
鈴
の
音
を
操
り
て
軒
の
風

戒
律
の
作
務
に
七
堂
黴
置
か
ず 

虫
の
音
や
星
の
煌
め
く
露
天
の
湯 

師
の
御
霊
月
下
美
人
の
香
に
満
ち
し 

申
し
分
な
き
海
の
日
の
日
射
濃
し 

ど
こ
に
で
も
あ
る
物
種
を
買
ふ
も
旅 

俤
を
重
ね
て
仰
ぐ
月
涼
し

福
井

風
鈴
を
止
め
て
と
泣
き
し
娘
の
忌
日 

梅
雨
迎
ふ
柏
翠
館
の
た
た
ず
ま
い 

句
を
展
じ
コ
ー
ヒ
ー
の
杯
揚
ぐ
秋
日 

地
獄
よ
り
来
る
精
霊
の
祖
も
あ
ら
ん 

夫
偲
ぶ
よ
す
が
と
な
り
し
遠
蛙 

焼
鯖
の
け
む
り
ぼ
う
ぼ
う
半
夏
生 

老
木
の
洞
の
な
ぞ
め
き
五
月
闇 

虚
子
偲
ぶ
東
尋
坊
を
打
つ
卯
波 

砂
利
ひ
と
つ
濡
れ
て
夕
立
の
は
じ
ま
り
ぬ 

椿
て
ふ
呪
縛
の
解
け
て
椿
落
つ 

音
も
無
く
傷
も
付
け
ず
に
流
れ
星

 
折
橋
紀
与
美 

高
橋
真
理
子

中
田　

康
子 

宮
村　

啓
子 

堀
口　

道
子 

中
村　

直
美 

長
徳
谷
と
し 

正
藤　

宗
郎 

赤
島
磨
智
子 

松
下　
　

薫 

大
橋
美
代
子 

辰
巳　

葉
流

 

奥　
　

清
女 

高
畑　

和
子 

岸
本　

幸
子 

山
岸
世
詩
明 

山
口
や
す
か 

堀
な
で
し
こ 

為
永
香
月
枝 

田
野
井
か
づ
を 

木
幡　

嘉
子 

村
上　
　

雪 

多
田
み
す
枝 

そ
ば
に
ゐ
る
だ
け
で
暖
か
な
り
し
人 

何
食
は
ぬ
顔
し
て
戻
る
猫
の
夫

こ
れ
以
上
な
き
晴
汀
子
忌
の
朝 

車
道
へ
と
飛
び
出
す
子
栗
鼠
夏
木
立 

と
ん
ぼ
来
る
好
い
て
好
か
れ
て
鍬
の
先 

糸
蜻
蛉
小
川
の
音
に
揺
れ
て
を
り 

早
春
の
木
々
は
孤
独
を
解
き
初
む 

霾
や
漁
火
茫
と
日
本
海 

日
向
水
仰
け
反
る
ほ
ど
の
熱
さ
か
な 

句
碑
の
辺
へ
常
盤
木
落
葉
積
む
径 

来
し
方
は
言
葉
少
な
に
生
身
魂 

数
々
の
子
と
の
思
ひ
出
星
月
夜 

水
禍
乗
り
越
え
し
一
村
稲
の
花 

や
は
ら
か
に
時
刻
み
ゆ
く
酔
芙
蓉 

待
春
の
光
を
弾
く
森
の
朝 

俯
瞰
す
る
一
揆
の
里
や
青
田
風 

掃
苔
の
こ
こ
ろ
の
奥
に
墓
じ
ま
ひ 

い
く
た
び
も
語
り
て
飽
き
ず
能
登
虚
子
忌 

水
量
も
音
も
厳
か
神
の
滝 

夜
食
と
る
一
人
ラ
ー
メ
ン
音
た
て
て 

田
の
神
を
送
り
奥
能
登
い
よ
よ
春 

蔓
先
の
揺
れ
て
揺
れ
ざ
る
鉄
線
花 

穏
や
か
に
繰
り
返
す
波
夕
月
夜 

若
鮎
の
群
れ
水
光
る
水
香
る 

月
見
草
開
き
能
登
岬
夜
明
け
た
る 

盛
り
上
る
天
よ
り
聞
こ
ゆ
虫
の
声

西
田　

梅
女 

西
田
さ
い
雪

水
橋
眞
智
子 

中
村　

礼
子 

松
田　
　

勲 

辻　

美
智
子 

仲
谷
美
枝
子 

西
野
久
仁
夫 

中
川　

茂
子 

西　

登
美
枝 

出
島　

達
子 

村
上　

秀
吾 

向　

佐
ち
子 

鈴
木　

恵
子 

村
本
寿
美
枝 

松
本　

洋
美 

橋
本　

正
乃 

谷
口
由
美
子 

松
本　

寿
憲 

守
作　

青
暢 

中
野　

幸
枝 

岩
本　

松
江 

八
百　

惠
子 

伊
東
弥
太
郎 

永
井
佐
和
子 

坂
本　

雪
峰

　

各
県
部
会
で
ま
と
め
会
報
編
集
の
富
山
県

部
会
へ
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

投
句
締
切
：
九
月
末
日
ま
で

募
集

私

の
一

句

日本伝統俳句協会　北信越支部会報　第37号　　　　



日本伝統俳句協会　北信越支部会報　第37号　　　　

令和 6 年度 日本伝統俳句協会　北信越支部 役員会 報告
日時：令和 6年 5月 21 日（火）
会場：上越市　ミュゼ雪小町
　下記議事案件につきまして全会一致で承認されました。
　　第 1号　令和 5年度事業報告・決算報告（会計監査報告）について
　　第 2号　令和 6年度事業計画（案）・予算（案）について
　　　　　　協力金の値上げ（一口 2,000 円→一口 3,000 円）について
　　第 3号　令和 6年度支部役員の改選（執行部交代）及び
　　　　　　各県役務分担の変更にについて
 　　（１）　支部長・事務局長・会計  　長野県　→　新潟県
 　　（２）　会報「古壺新酒」編集・発行 　新潟県　→　富山県
　 　　（３）　「私の一句」　取り纏め  　富山県　→　各県部会

一般会計とは別に全国俳句大会準備金として 1,283,913 円積立あり。

※R6.9.14 に軽井沢で開催の、第 35 回全国俳句大会で 100 万円程度の支出が見込まれる。

２．記念事業積立金

（注）各県部会への内訳：新潟３万円、長野３万円、富山２万円、石川５万円、福井２万円　計１５万円

日本伝統俳句協会北信越支部 令和 5 年度決算及び令和 6 年度予算
決算（自　令和 5年 4月 1日～至令和 6年 3月 31 日）
予算（自　令和 6年 4月 1日～至令和 7年 3月 31 日）

１．一般会計

〇
虚
子
生
誕
一
五
〇
周
年
記
念

　
　

「第
35
回
全
国
俳
句
大
会
」

令
和
6
年
9
月
14
日
(
土
)

長
野
県
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

「
虚
子
」
自
伝
を
詠
む
　
岸
本
尚
穀

１
０
,
０
０
０
円
　

(
句
会
・
講
演
会
・
昼
食
・
飲
み
物
含
む
)

(
自
由
)
9
月
13
日

小
諸
市
虚
子
疎
開
地
与
良
町
周
辺

「
花
鳥
諷
詠
」
誌
に
折
り
込
み

期

日

場

所

講

演

会

演

題

参

加

料

吟

行

投
句
用
紙

〇
「奥
の
細
道
」
つ
る
が
芭
蕉
紀
行

　
　
　

第
21
回
全
国
俳
句
大
会

お
知
ら
せ    

令
和
6
年
10
月
13
日
(
日
)

敦
賀
市
　
プ
ラ
ザ
萬
象

福
井
県
部
会
　
山
岸
世
詩
明

日

時

会

場

連
絡
部
署

〇
第
78
回
虚
子
記
念
姨
捨
観
月
句
会

令
和
6
年
9
月
18
日
(
水
)

十
時
〜
十
七
時

長
野
県
　
千
曲
川
姨
捨
　
長
楽
寺

長
野
県
部
会
　
鈴
木
し
ど
み

期

日

場

所

連
絡
部
署

〇
研
修
句
会

「能
と
俳
句
に
つ
い
て

令
和
6
年
6
月
7
日
(
金
)

金
沢
市
　
県
立
図
書
館

石
川
県
部
会
　
森
田
康
夫

期

日

場

所

連
絡
部
署

〇
「虚
子
」
に
学
ぶ
伝
統
の
俳
句
教
室

第
三
日
曜
日
　
午
後
一
時
か
ら

富
山
県
教
育
文
化
会
館

毎

月

会

場

7

（単位：円）

令和５年度決算 令和６年度予算

収入の部 収入の部
項　　　目 決算額 備　　　考 備　　　考

前年度繰越金 696,069 674,905 
利　　　息 3 3 
協　力　金 631,000 2000円×315.5 630,000 

合計 1,327,072 1,304,908 
支出の部 支出の部

会報発行費 158,031 会報36号発行 160,000 会報37号発行
協力金振込手数料 251,000 ゆうちょ銀行へ 30,000 ゆうちょ銀行支払

事業報告会及び研修会費 150,000 各県部会へ補助（注） 150,000 各県部会へ補助金（注）

事業協力費 10,000 姨捨句会 20,000 姨捨、山中、敦賀句会
会　議　費 236,540 180,000 役員会等

情報関連費 0 50,000 WEB会報費用
事　務　費 57,496 郵送料ほか 70,000 郵送料ほか
予　備　費 15,000 入会補助金3名 50,000 入会補助金

記念事業積立金 150,000 新規
小　　　計 652,167 860,000 

次年度繰越 674,905 444,908 
合　　　計 1,327,072 1,304,908 

教室・講座
ホトトギス俳句教室
募集/県教育文化会館/毎月第3
日曜13時～☎090-2370-1153



お
願
い

北
信
越
支
部
へ
の
協
力
金

　

昨
年
も
多
く
の
方
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
お
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
北
信
越
支
部
の
活
動
資
金
は
皆

様
の
協
力
金
と
い
う
名
の
会
費
に
依
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
同
封
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
絶
大

な
る
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
協
力
金　

一
口　

三
千
円　

何
口
で
も
結
構
で
す

〇
期　

 

日　

９
月
末
日

〇
振
込
は　

振
込
用
紙
で
お
願
い
し
ま
す

〇
振
込
番
号　

０
０
６
５
０-
６-
３
８
７
０

〇
加
入
者
名　

日
本
伝
統
俳
句
協
会　

北
信
越
支
部

　

日
本
伝
統
俳
句
協
会

　
　

北
信
越
支
部
へ
の
協
力
金

　
　

     　
　

（
二
〇
二
三
年
度
）　
［一
口
二
千
円
］

8

(

1
口) 　

大
岸
敬
明
・
岡
山
幸
子
・
梶
井
よ
り
子
・

　

大
井
悦
子
・
片
桐
久
恵
・
加
藤
公
男
・
金
谷
優
子
・

　

金
子
慶
一
・
金
箱
一
世
・
川
口
俊
子
・
岸
本
幸
子
・

　

北　

重
子
・
木
幡
嘉
子
・
小
林
つ
く
し
・
坂
井
令
子
・

　

坂
本
雪
峰
・
佐
野
皐
月
・
篠
島
安
子
・
清
水
節
子
・

　

白
根
寿
子
・
瀬
古
祥
子
・
高
橋
真
理
子
・
高
畑
和
子
・

　

田
上
眞
知
子
・
武
田
律
子
・
田
代
草
猫
・
多
田
み
す
枝
・

　

辰
巳
葉
流
・
田
中
裕
女
・
谷
口
由
美
子
・
為
永
香
月
枝
・

　

辻　

文
江
・
出
島
達
子
・
内
藤　

孝
・
永
井
佐
和
子
・

　

中
田
康
子
・
中
野
幸
枝
・
中
村
直
美
・
中
村
礼
子
・

　

西
澤
ひ
ろ
み
・
西
野
久
仁
夫
・
野
村
玲
子
・
橋
本
紀
美
子
・

　

橋
本
正
乃
・
畑
中
節
子
・
林
惣
峰
・
林
智
子
・
早
瀬
貞
子
・

　

平
野
孝
純
・
福
島
広
秋
・
堀
な
で
し
こ
・
本
田
輝
代
・

　

正
藤
宗
郎
・
松
田　

勲
・
松
本
洋
美
・
松
本
れ
い
子
・

　

守
作
青
暢
・
丸
山
ま
美
・
三
島
由
紀
子
・
宮
前
速
男
・

　

宮
村
啓
子
・
宮
村
美
紀
・
村
本
寿
美
枝
・
矢
島
三
枝
子
・

　

山
井
き
な
こ
・
山
岸
清
佳
・
山
口
や
す
か
・
吉
田
洋
子
・

　

米
田
玲
子

(

50
口) 　

勝
山　

學
(

10
口) 　

西
田
さ
い
雪
・
西
田
梅
女

(

5
口) 　

瀬
在
光
本
・
板
垣
柳
子
・
駒
形
隼
男
・

　

鈴
木
し
ど
み
・
安
田
畝
風
・
安
原　

葉
・

　

山
岸
世
詩
明
・
安
浄
寺
勉
強
会

(

3
口) 　

今
井
芳
子
・
川
崎
繁
子
・
長
徳
谷
と
し

　

中
村
曜
子
・
藤
津
方
恵
・
藤
原　

哲
・
矢
木
桂
子

(

2.5
口
)　

赤
島
磨
智
子
・
飯
貝
恵
秀
・
大
橋
美
代
子

　

奥　

清
女
・
桑
原
た
か
よ
し
・
辻
美
智
子
・

　

仲
谷
美
枝
子
・
堀
口
紀
子　

牧
野
菊
生　

松
本
慶
子
・

　

村
上　

雪
・
田
野
井
か
づ
を

(
2
口
)　

荒
谷
み
え
子
・
石
名
坂
房
枝
・
小
川
則
子
・

　

笠
原
佐
千
子
・
小
島
藍
女
・
小
林
貞
子
・

　

坂
井
一
二
三
・
関
口
智
実
・
高
城
玲
子
・

　

中
川
外
代
子
・
中
村
珠
栄
・
幡
生
啓
子
・

　

堀
口
道
子
・
牧
野
妙
子
・
松
本
寿
憲
・
宮
澤
正
・

　

向
佐
ち
子
・
村
上
秀
吾
・
森
田
康
夫
・
八
百
恵
子

(

1.5
口
)
青
木
福
太
郎
・
浅
井
和
子
・
井
出
節
子
・　

　

榎
本
清
津
子
・
大
矢
あ
き
こ
・
小
川
の
ぶ
子
・

　

折
橋
紀
与
美
・
岸
本
佐
紀
子
・
北
川
ま
つ
子
・

　

北
七
喜
美
子
・
佐
藤
文
子
・
佐
藤
美
春
・

　

佐
藤
ゆ
き
な
・
清
水
順
子
・
鈴
木
恵
子
・
鶴
見
昭
子

(

1
口) 　

中
川
茂
子
・
西
登
美
枝
・
西
本
ゆ
き
・

　

橋
詰
シ
ズ
エ
・
藤
井
敏
子
・
藤
田
暁
夫
・

　

松
田
と
も
子
・
水
橋
眞
智
子
・
宮
澤
澄
明
・

　

宮
下
末
子
・
安
井
里
子
・
有
川　

寛
・
伊
東
弥
太
郎
・

　

稲
田
節
子
・
岩
崎
晃
嗣
・
岩
本
松
江
・
大
井
悦
子
・

　

大
岸
敬
明
・
岡
山
幸
子
・
梶
井
よ
り
子
・
片
桐
久
恵
・

　

加
藤
公
男
・
金
谷
優
子
・
岩
本
松
江
・
大
井
悦
子

ご
芳
名
お
よ
び
口
数　
　
　
　
　

五
十
音
順

・
敬
称
略

役職 氏名 所属県 役職 氏名 所属県
 顧問  安原　　葉 新潟県  新潟県部会長  小川　のぶこ 新潟県

 事務局長  蔵品　泰治 新潟県 顧問  駒形　隼男 石川県

 副事務局長  宮澤　　正 新潟県 顧問  瀬在　光本 長野県

 会計担当  榎本　清津子 新潟県 支部長  藤原　　哲 新潟県

 副支部長兼長野県部会長  鈴木　しどみ 長野県  会計監査  高城　玲子 富山県

 副支部長兼富山県部会長  荒木　かづを 富山県  会計監査  大橋　美代子 石川県

 福井県部会長  山岸　世詩明 福井県

 石川県部会長  森田　康夫 石川県
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